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「落雷事故を防ぐ」 
 携帯型雷警報器「ストライクアラート」（StrikeAlert） 
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日本での落雷による死傷者は、年平均 13.4 人(1994～2003)(1)である。他の事故や災害に比べ、

その数は少ないが、「正しい雷の知識」と「携帯型雷警報器」によって、その数をゼロにする事

も可能である。一方、近年の雷雨の増加傾向と屋外レジャーの活発化により、落雷事故の増加も

懸念される。 

 

１．雷の発生と落雷事故 

NASA の衛星観測による雷の発生分布状況(2)

によると、アフリカ・南北アメリカ・東南ア

ジアでの発生頻度は、日本に比して非常に高

い。これらの地域では、落雷によって多くの

犠牲者(3)が出ている。国内でのレジャー以上

に、海外に出かける際には注意が必要である。 

 日本では、関東・近畿・近畿以西の山地に

おいて、落雷数(4)が多い。しかし、報道され

ている事故数(5)では、落雷分布や人口密度と

は異なり、長野県が最も多い。登山やゴルフ

など、レジャー中の落雷事故が多発している。 

人口密度の高い東京都・大阪府が長野県に

続いている。人口密度の高さと共に、市街地

での生活に慣れ、雷の恐ろしさを忘れている

ためと推測される。 

 最近 10年間(‘94～’03)の日本の落雷被害者

数(1)は、30 年前に比して激減している。しか

し、①農作業人口・時間の減少、②雷の発生

が長期的に減少(6)、③雷発生時刻の変化(7)が被

害者数減少の原因と推定され、ここ 2 年の雷

雨の急増傾向や屋外レジャーの活発化によっ

て、再び被害者が増加する可能性がある。 

 2005 年に発生したレジャー中の落雷事故(5)

は、例年同様、海岸・山・公園・広場・グラ

ウンドで起きている。また、事故発生前に、

雷鳴や雷雨で雷雲の接近が認識できていた事

例が多く、雷の正しい知識を有しているだけ

で、事故を防止できた可能性は高い。 

現在の日本の気象観測態勢では、局地的気

象現象である雷の予報はほとんど出来ていな

い。気象庁の雷注意報は、落雷事故後に発表

される事も、数日間出続ける事もあり、マス

メディアによる迅速な伝達も行われていない。 

    

２．雷の知識(8,9,10)    

 積乱雲（雷雲）は、「大気が不安定」な時に、

「上昇気流」によって発生する。 

上空に寒気が入り、下層大気が高温･高湿であ

る状態を「大気が不安定」と言う。天気予報

では、これを聞き逃さない事が重要である。 

大気が不安定な時に、下層大気が谷風などに

より一旦上昇を始めると、上昇が止まらなく

なり、積乱雲が発生する。上昇気流の速度は、

最大 20m/sec(時速 72km/h)にも達し、積乱雲

がモクモクと発達する様子が目視出来る。 

積乱雲が-20℃の温度層を越えて成長すると

放電活動を開始するが、雲の発生から、わず

か 15 分後であり、この時は、激しい上昇気流

のため、雨は落ちてこられない。雷のピーク

は、降雨のピークの 5分前であり、雷は積乱

雲の消滅まで続く。 

落雷の危険域は、雷雲直下だけではない。

雷雲の周囲も落雷の危険域である。ほとんど

の人々は可聴距離が10～14kmしかない雷鳴に

よって雷雲の接近を認識している。しかし、

落雷位置評定システムを用いた近年の研究に

よって、「雷鳴が聞こえる場所」と、「雷鳴が



http://www.aobaya.jp/ 

 

2 

聞こえていない雷雲の周囲」にも雷が落ちて

いる事が明らかとなった。 

また、雷雲は 5～40km/h で移動する。登山

などで避難に時間がかかる場合、雷鳴を聞い

てからの避難では、直進してくる雷雲から徒

歩で逃げ切るのは難しい。 

落雷による人身事故を避けられる安全な場

所は、「本格的建築物内」と「金属製の屋根を

有する車両の中」だけである。 

避雷法として「5m 以上の木の頂上を見上げ

る角度が 45 度以上であり、幹や葉から 4m 以

上 30m 以下離れた位置で、両足を揃えてしゃ

がみ、両耳を手で塞ぐ。」等がある。しかし、

山や森林のなかで、これらの好条件の場所を

短時間に探すのは至難の業であり、確率 5％の

危険度が残っている方法でもある。頭上で積

乱雲が発生し、安全な場所に逃げられない時

以外は、避けるべき方法である。 

    

３．電磁波による雷の検出 

落雷事故を防ぐには、雷雲の接近を雷鳴が

聞こえ始める前に知り、安全な場所に避難す

る必要性がある。 

雷は非常に広い周波数に渡る電磁波(<1Hz

～1015Hz)(11)を放射する。これを捉えて、波形

などから雷と特定する事により、雷鳴の聞こ

えない遠方の雷の発生を認識する事が出来る。 

遠方の雷を検知する装置には、固定式と携

帯式がある。 

固定式には、複数の検知局を用いて落雷位

置を評定するシステム（米国 NLDN(12)、気象庁

LIDEN(13)、電力会社など(14)）と、単一局で落

雷の概略距離を判定する装置(15)が一部のゴル

フ場などに設置されている。また、2005 年夏

から携帯 Web による落雷位置表示のサービス
(16)が開始されたが、雷は短時間の気象現象で

あるため、頻繁にアクセスしなければ、落雷

事故を防ぐことは出来ない。 

屋外レジャー用には、携帯式の雷警報器が

米国内では市販されていたが、日本国内での

販売はほとんどなされていなかった。携帯式

の雷警報器（雷検知器）は、固定単一局式と

同じく、落雷の概略距離しか判らないが、雷

雲からの避難を行うには、十分な機能を有し

ている。 

 

４．携帯型雷警報器「ストライクアラート」 

米国では、三種類の携帯型雷警報器が市販

されているが、あおば屋が輸入販売している

「ストライクアラート」（StrikeAlert）は、

携帯電話より小さく軽い、世界最小･最軽量の

雷警報器であり、屋外レジャーに最適である。

（体積・重量は、他社の七～十分の一である。） 

 
75g の雷警報器ストライクアラート 

 

ストライクアラートは、半径 60km 以内に落

雷が発生する度に、LED 表示とアラームで落雷

の概略距離が4段階で判る装置である。緑･黄･

赤色の LED で危険度が一目で分かり、アラー

ムが鳴るまで、表示を見る必要はない。また、

落雷発生時以外は、常に最新の２分間に発生

した最も距離の近い落雷の距離をLED表示し、

危険度をいつでも確かめる事が出来る。 

 

ストライクアラート上面 LED 表示部 

左から「緑,黄,黄,赤,赤」の LED が発光 

（ 6 マイル≒10ｋｍ ） 

 

取り扱いも電源を入れ、ズボンのベルトや

バッグにワンタッチで取り付けるだけの簡単

操作になっている。 
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ストライクアラートは、落雷時に発生する

電磁波（LF 波）を直交する２本の広帯域磁場

アンテナで捉え、波形を解析する事によって、

落雷地点までの概略距離を求めている。この

方法は、1974 年に磁場アンテナによる雷研究
(17)が始まり、1979 年に波形の距離依存性(18)

が発表されて以来のもので、米国 NLDN などに

も採用された確立された技術に基づいている。 

Outdoors Technologies, Inc. （米国コロ

ラド州）は、表面実装技術を用いて雷警報器

の小型化と低価格化を実現し、2000 年より全

米とカナダのアウトドアショップやゴルフシ

ョップでの販売を開始した。現在は、イギリ

ス･オーストラリア･ロシアでも販売されてい

る。 

 

５．ストライクアラートの使用例 

 安全な避難場所への移動に要する時間の長

短で、避難行動を開始するタイミングは異な

ってくる。 

 数分以内に屋内や車内に避難出来る場合に

は、赤色 LED(6～12Mile＝10～20km)が点灯し

だしたら避難を開始すれば良い。しかし、川

遊びの場合には、上流での雷雨と河川の急増

水に備え、黄色 LED(12～24Mile＝20～40km)

が点灯したら、中州などから避難しやすい場

所に移動する必要がある。 

 安全な場所への避難に１時間程度かかる登

山などの場合には、雷雲の移動速度も考慮し、

黄色 LED(12～24Mile＝20～40km)が点灯した

ら避難を開始する必要がある。さらに、日本

アルプスなど頭上でも積乱雲が発生しやすい

場所では、黄色 LED(24～40Mile＝40～64km)

が点灯したら、即座に避難を開始する必要が

ある。 

 また、避難の解除は、避難開始の LED 表示

より遠方に雷が去ってから行う。空が明るく

なった事や、雷鳴が聞こえなくなった事で避

難を解除すると、思わぬ落雷事故が発生する。

避難解除は、雷鳴が聞こえなくなってから 30

分以上あとになる。 

 

６．落雷事故を減らすため 

 近年の雷雨の増加傾向と屋外レジャーの活

発化に伴い、落雷事故の増加が懸念されるが、

落雷人身事故は、「雷の正しい知識」と「携帯

型雷警報器ストライクアラート」で避ける事

ができる。 

「雷の正しい知識」 

・天気予報で”大気が不安定”を聞き逃さない。 

・落雷は、雷鳴可聴範囲とその周囲の雷鳴が

聞こえない場所でも発生する。 

・安全な避難場所は、本格的建築物内と金属

製屋根を持つ車両内である。 

 

「携帯型雷警報器ストライクアラート」 

・携帯型雷警報器を用いる事で、誰でも落雷

危険域の接近を容易に知る事が出来る。 

・海外を含む旅先で落雷事故を防止出来る。 

・価格 12,000 円（税込、送料無料） 

・通信販売の他、登山用品店でも店頭販売。 
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